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(57)【要約】
【課題】室内に快適な空気を供給する換気システムを提
供する。
【解決手段】給気送風部１８と、排気送風部１７と、熱
交換素子６とを備える熱交換形換気装置１と、加湿手段
４２により空気を加湿する加湿モードを有する浴室暖房
乾燥機３０と、を備え、給気送風部１８により室外から
室内に空気が送風される給気風路７と、排気送風部１７
により室内から室外に空気が送風される排気風路８と、
を備え、熱交換素子６は、給気風路７を通過する空気と
排気風路８を通過する空気の間で熱交換を行い、加湿手
段４２により加湿された空気は、熱交換素子６の下流側
において給気風路７に流入することを特徴とする換気シ
ステム。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
給気送風部と、排気送風部と、熱交換素子とを備える換気装置と、
加湿部により空気を加湿する加湿モードを有する加湿送風装置と、を備え、
前記給気送風部により室外から室内に空気が送風される給気風路と、
前記排気送風部により室内から室外に空気が送風される排気風路と、を備え、
前記熱交換素子は、前記給気風路を通過する空気と前記排気風路を通過する空気の間で熱
交換を行い、
前記加湿部により加湿された空気は、前記熱交換素子の下流側において前記給気風路に流
入することを特徴とする換気システム。
【請求項２】
前記加湿送風装置は、揚水管と、回転板と、貯水部と、を備え、
前記揚水管は、前記貯水部に貯留された液体を吸い上げ、
前記回転板は、前記揚水管により吸い上げられた液体を回転により微細化することを特徴
とする請求項１に記載の換気システム。
【請求項３】
前記換気装置と前記加湿送風装置とを接続する風路上に風路変更手段を備えることを特徴
とする請求項１または２に記載の換気システム。
【請求項４】
前記加湿送風装置は、空気を加熱する加熱手段を有することを特徴とする請求項１～３の
いずれか１項に記載の換気システム。
【請求項５】
前記加熱手段により加熱された空気が、前記給気風路に流入することを特徴とする請求項
４に記載の換気システム。
【請求項６】
前記加湿部により加湿された空気は、前記換気装置の本体内部に流入することを特徴とす
る請求項１～５に記載の換気システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の換気システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　建物の換気システムとしては、外気を外気給気口から導入し、内蔵する熱交換素子を経
て室内に供給する換気装置を用いた換気システムが知られている（例えば、特許文献１参
照）。この換気システムは、熱交換が不要な場合にも給気用送風機と排気用送風機が常時
稼動して、消費電力が余分に発生してしまうという問題を解決するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－１９５００８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような従来の換気システムにおいては、積極的な加湿コントロールを行うことがで
きず、室内の空気を加湿したい場合には、使用者が各居室で加湿器等を運転させなければ
ならないという課題があった。
【０００５】
　そこで本発明は、上記従来の課題を解決するものであり、加湿機能によって室内に快適
な空気を供給する換気システムを提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そして、この目的を達成するために、本発明の一態様に係る換気システムは、給気送風
部と、排気送風部と、熱交換素子とを備える換気装置と、加湿部により空気を加湿する加
湿モードを有する加湿送風装置と、を備え、給気送風部により室外から室内に空気が送風
される給気風路と、排気送風部により室内から室外に空気が送風される排気風路と、を備
え、熱交換素子は、給気風路を通過する空気と排気風路を通過する空気の間で熱交換を行
い、加湿部により加湿された空気は、熱交換素子の下流側において給気風路に流入する換
気システムであり、これにより所期の目的を達成するものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、加湿機能によって室内に快適な空気を供給する換気システムを提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態１に係る熱交換形換気装置の斜視図
【図２】同熱交換形換気装置の断面図
【図３】同熱交換形換気装置の構成を示すブロック図
【図４】本発明の実施の形態１に係る浴室暖房乾燥機の断面図
【図５】同浴室暖房乾燥機の斜視図
【図６】同浴室暖房乾燥機の構成を示すブロック図
【図７】本発明の実施の形態１に係る換気システムを備える住宅の模式図
【図８】同換気システムの給気風路を示す模式図
【図９】同換気システムの排気風路を示す模式図
【図１０】同換気システムの制御方法を示すフローチャート
【図１１】同換気システムの制御方法を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の一態様に係る換気システムは、給気送風部と、排気送風部と、熱交換素子とを
備える換気装置と、加湿部により空気を加湿する加湿モードを有する加湿送風装置と、を
備え、給気送風部により室外から室内に空気が送風される給気風路と、排気送風部により
室内から室外に空気が送風される排気風路と、を備え、熱交換素子は、給気風路を通過す
る空気と排気風路を通過する空気の間で熱交換を行い、加湿部により加湿された空気は、
熱交換素子の下流側において給気風路に流入する。
【００１０】
　この構成によれば、加湿された空気を換気装置により居室へ供給することができるので
、積極的な加湿コントロールを行うことで、より快適な空気を供給することができる。ま
た例えば、浴室に既に設けられている浴室暖房乾燥機等の加湿送風装置を用いると、既存
の加湿送風装置に対して後から換気装置を接続するだけで、吸い込んだ浴室の空気の温度
もしくは湿度を利用した快適な空気を建物全体に供給することができる換気システムとな
る。
【００１１】
　また、加湿送風装置は、揚水管と、回転板と、貯水部と、を備え、揚水管は、貯水部に
貯留された液体を吸い上げ、回転板は、揚水管により吸い上げられた液体を回転により微
細化するという構成にしてもよい。
【００１２】
　この構成によれば、揚水管の回転数を制御することで加湿量を細かくコントロールする
ことができる。
【００１３】
　また、換気装置と加湿送風装置とを接続する風路上に風路変更手段を備えるという構成
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にしてもよい。
【００１４】
　この構成によれば、風路変更手段により、加湿送風装置から給気風路へ流入する空気の
量を調整することができる。
【００１５】
　また、加湿送風装置は、空気を加熱する加熱手段を有するという構成にしてもよい。
【００１６】
　この構成によれば、加熱手段により加湿量を増やすことができるとともに、加湿を行わ
ない運転においても給気する空気を温めることで、より快適な空気を供給することができ
る。
【００１７】
　また、加熱手段により加熱された空気が、給気風路に流入するという構成にしてもよい
。
【００１８】
　これにより、加熱手段により加熱された空気を、換気装置により居室へ送風することが
できる。その結果、さらに快適な空気を供給することができる。
【００１９】
　また、加湿部により加湿された空気は、換気装置の本体内部に流入するという構成にし
てもよい。
【００２０】
　これにより、居室への吹出口との距離を確保することができるので送風時に発生する音
を軽減することができる。
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００２２】
　（実施の形態１）
　まず、図１および図２を用いて本発明の換気システムに係る熱交換形換気装置について
説明する。図１は、本発明の実施の形態１に係る熱交換形換気装置の斜視図である。図２
は、本発明の実施の形態１に係る熱交換形換気装置の断面図である。
【００２３】
　図１および図２に示すように、熱交換形換気装置１は、箱形の本体を有する。本体の例
えば側面には、外気吸込口２、室内空気排気口３（室内側吸込口）、外気給気口４（室内
側吹出口）および連通口１９が設けられている。本体の例えば下面には、室内空気吸込口
５が設けられている。本体は、居室の天井裏等に設置される。
【００２４】
　外気給気口４および連通口１９は、外気吸込口２または室内空気排気口３が設けられた
側面に対向した側面に設けられる。
【００２５】
　外気吸込口２、室内空気排気口３、外気給気口４および連通口１９には、それぞれダク
トが接続できる形状となっている。外気吸込口２と室内空気排気口３に接続したダクトは
建物外壁面まで引き回して建物外の屋外空気と連通する。外気給気口４に接続したダクト
は居室の天井面または壁面と連通されて室内空気と連通する。連通口１９に接続したダク
トは後述する浴室暖房乾燥機３０と連通する。浴室暖房乾燥機３０からの空気が連通口１
９から熱交換形換気装置１の本体内部に流入する。室内空気吸込口５は、居室に露出する
面に設けられ、居室と連通する。居室には、室内側吹出口９０（図７参照）が設けられる
。給気される空気は、室内側吹出口９０から居室へ吹き出される。
【００２６】
　図２に示すように、熱交換形換気装置１の内部には、熱交換素子６、第１の制御部１３
と、排気送風部１７および給気送風部１８が設けられている。
【００２７】
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　給気送風部１８は、給気用ファン９と、給気用モータ１１と、を有する。給気用ファン
９は、給気用モータ１１により回転する。給気用モータ１１とは例えばＤＣモータ等であ
る。
【００２８】
　排気送風部１７は、排気用ファン１０と、排気用モータ１２と、を有する。排気用ファ
ン１０は、排気用モータ１２により回転する。排気用モータ１２とは例えばＤＣモータ等
である。
【００２９】
　排気送風部１７および給気送風部１８は、第１の制御部１３によって動作が制御される
。具体的には、第１の制御部１３は、給気用モータ１１と排気用モータ１２の回転数を制
御する。
【００３０】
　熱交換形換気装置１は、給気風路７および排気風路８を有する。
【００３１】
　給気風路７において、熱交換形換気装置１に取り込まれた屋外空気は、熱交換素子６を
通過し排気される空気との間で熱交換が行われる。その後、屋外空気は、給気用ファン９
に吸い込まれて、室内側吹出口９０から室内に供給される。すなわち、給気風路７は、新
鮮な屋外の空気（給気空気）を外気吸込口２から吸い込み、熱交換形換気装置１の内部の
熱交換素子６を通って外気給気口４から室内に供給する経路である。
【００３２】
　排気風路８において排気される空気は、室内空気吸込口５から本体内部に吸い込まれ、
熱交換素子６を通過し、給気される空気との間で熱交換を行い、排気用ファン１０に吸い
込まれる。排気用ファン１０に吸い込まれた空気は、室内空気排気口３から屋外に排出さ
れる。すなわち、排気風路８は、汚染された室内の空気（排気空気）を室内空気吸込口５
から吸い込み、熱交換素子６を通って室内空気排気口３から室外に排気する経路である。
【００３３】
　熱交換素子６は、排気される空気の熱量を給気される空気に供給する、または、給気さ
れる空気の熱量を排気される空気の熱量に供給する、熱回収の機能を有している。熱交換
素子６は、給気風路７と排気風路８とが交差する位置に配設される。
【００３４】
　なお、熱交換形換気装置１は、バイパス排気風路を備えていてもよい。熱交排気風路と
バイパス排気風路との切り替え、すなわち熱交換素子６を通る排気風路と通らない排気風
路との切り替えは、ダンパ（図示せず）により行われてもよい。
【００３５】
　また、熱交換形換気装置１は、室内側給気温度センサ１４と、室内側排気温度センサ１
５と、室内側排気湿度センサ１６と、を備える。
【００３６】
　室内側給気温度センサ１４は、給気風路７に設けられ、熱交換形換気装置１の外気給気
口４から吹き出される空気（ＳＡ）の温度を検知する。室内側排気温度センサ１５は、排
気風路８に設けられ、熱交換形換気装置１の室内空気吸込口５から吸い込まれる空気（Ｒ
Ａ）の温度を検知する。室内側排気湿度センサ１６は、排気風路８に設けられ、熱交換形
換気装置１の室内空気吸込口５から吸い込まれる空気（ＲＡ）の湿度を検知する。
【００３７】
　なお、室内側排気温度センサ１５と室内側排気湿度センサ１６は、別体ではなく一体の
温湿度センサであってもよい。また、室内側排気温度センサ１５と室内側排気湿度センサ
１６は、後述する第１の操作部２０に設けられてもよい。
【００３８】
　また、第１の制御部１３は、熱交換形換気装置１の内部ではなく外部に設けられてもよ
い。
【００３９】
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　次に、図３を用いて、熱交換形換気装置の構成を説明する。図３は、本発明の実施の形
態１に係る熱交換形換気装置の構成を示すブロック図である。
【００４０】
　熱交換形換気装置１は、第１の制御部１３と、第１の操作部２０と、を備える。
【００４１】
　第１の制御部１３は、給気送風部１８および排気送風部１７を制御する。具体的には、
第１の制御部１３は、給気用モータ１１の回転数および排気用モータ１２の回転数を制御
する。これにより、第１の制御部１３は、熱交換形換気装置１の給気風量および排気風量
を制御する。
【００４２】
　第１の操作部２０は、例えば居室に設けられ、給気送風部１８と排気送風部１７の少な
くとも一つの運転を第１の制御部１３へ指示する。また、第１の制御部１３には、室内側
給気温度センサ１４からの温度情報、室内側排気温度センサ１５からの温度情報および室
内側排気湿度センサ１６からの湿度情報が入力される。
【００４３】
　次に、図４および図５を用いて本発明の換気システムに係る浴室暖房乾燥機について説
明する。図４は、本発明の実施の形態１に係る浴室暖房乾燥機の断面図である。図５は、
本発明の実施の形態１に係る浴室暖房乾燥機の斜視図である。
【００４４】
　浴室暖房乾燥機３０は、浴室の天井裏に設置されている。浴室暖房乾燥機３０には、点
検口（図示せず）から見て例えば側面に温水配管が、正面に給水配管が接続される。
【００４５】
　浴室暖房乾燥機３０は、フロントパネル３１と、方形状の本体ケース３２と、換気ボッ
クス６０とを有する。
【００４６】
　フロントパネル３１は、本体ケース３２の下面であって、浴室に露出する位置に取り付
けられる。フロントパネル３１には、浴室空気吸込口３３および浴室内吹出口３４が設け
られる。浴室暖房乾燥機３０では、浴室空気吸込口３３から、浴室内の空気が本体ケース
３２内に取り入れられる。本体ケース３２内を通過した空気は浴室内吹出口３４から吹き
出される。
【００４７】
　浴室内吹出口３４には吹き出す空気の風向を変化させる風向変化手段であるルーバー（
図示せず）を備える。
【００４８】
　本体ケース３２は、浴室外吹出口３５と、浴室排気口３６とを有する。また、本体ケー
ス３２は内部に、循環用ファン４４と、循環用モータ４５と、加熱手段と、加湿手段４２
と、貯水部４９とを備える。
【００４９】
　浴室外吹出口３５は、例えば本体ケース３２の側面に設けられる。浴室外吹出口３５に
は接続ダクト８０が接続され、熱交換形換気装置１と連通する。本体ケース３２内を通過
した空気が浴室外吹出口３５から吹き出され、熱交換形換気装置１に流入する。
【００５０】
　浴室排気口３６は、例えば本体ケース３２の側面に設けられる。浴室排気口３６は、換
気ボックス６０と連通する。本体ケース３２内を通過した空気が浴室排気口３６から吹き
出され、屋外に排気される。換気ボックス６０は、浴室換気用ファン６１を内蔵する。換
気ボックス６０は、本体ケース３２の例えば側面に接続される。
【００５１】
　加熱手段は、第１加熱手段４０と、第２加熱手段４３とを含む。
【００５２】
　第１加熱手段４０は、例えば浴室空気吸込口３３の上方に設置され、浴室空気吸込口３
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３から吸い込まれた空気を加熱する。第２加熱手段４３は、例えば浴室内吹出口３４の上
方に設置され、後述する加湿手段４２で加湿されて温度が下がった空気を再加熱する。第
１加熱手段４０および第２加熱手段４３は、例えば温水コイルであって、温水器から供給
される熱水が循環するように構成される。
【００５３】
　循環用ファン４４は、循環用モータ４５の動作に基づいて回転される。循環用ファン４
４の回転に基づいて浴室内の空気が浴室空気吸込口３３から吸い込まれ、吸い込まれた空
気は第１加熱手段４０で温められた後、加湿手段４２に案内される。
【００５４】
　加湿手段４２は、第１加熱手段４０で加熱された空気を加湿する。加湿手段４２は、破
砕モータ３７と、揚水管４６と、遠心破砕円板４７と、破砕壁４８とを有する。
【００５５】
　破砕モータ３７は、例えば本体ケース３２の上部に固定される。破砕モータ３７の出力
軸５０は下方に延設されるとともに、出力軸５０の下端部には揚水管４６が取着されてい
る。すなわち、揚水管４６は出力軸５０に固定されており、揚水管４６は出力軸５０と一
体に回転する。
【００５６】
　揚水管４６の上部には遠心破砕円板４７が水平方向となる状態で設けられている。遠心
破砕円板４７は、揚水管４６と一体に回転され、揚水管４６で巻き上げた水を飛散させる
。
【００５７】
　貯水部４９は、加湿手段４２の下方に位置する。貯水部４９の側方位置には、給水弁５
１を備えた給水部５２が配設され、給水部５２には給水配管から水が供給される。後述す
る第２の制御部５６の指示により給水弁５１が開かれると、給水配管から給水弁５１を介
して水が貯水部４９に滴下される。
【００５８】
　揚水管４６に対し、循環用ファン４４の反対側には破砕壁４８が形成される。破砕壁４
８は、複数の破砕枠５３を備える。破砕壁４８は、遠心破砕円板４７を取り囲むように湾
曲する衝立状に形成されている。
【００５９】
　破砕壁４８に対し、揚水管４６の反対側には気液分離装置５５が配設される。気液分離
装置５５では、破砕壁４８を通過した温風に含まれる水粒が除去され、水蒸気を含む高湿
の空気が第２加熱手段４３に案内される。気液分離装置５５で除去された水粒は、貯水部
４９に落下する。
【００６０】
　給水部５２から貯水部４９に水が供給され、破砕モータ３７の回転により揚水管４６が
回転すると、貯水部４９の水が遠心力により揚水管４６の内周面に沿って上方へ巻き上げ
られる。巻き上げられた水は、遠心破砕円板４７により細かい水滴となって周囲に飛散さ
れる。飛散された細かな水滴は、破砕壁４８および破砕枠５３に衝突する。破砕壁４８お
よび破砕枠５３に衝突することで、さらに細かい水粒に破砕される。この破砕された水滴
により加湿手段４２を通過する空気が加湿される。この遠心破砕方式によれば、破砕モー
タ３７の回転数を制御することにより、加湿量をコントロールすることができる。また、
加湿に用いる水滴の大きさを非常に小さく（例えば１ミクロン未満程度に）することがで
きるので、使用者に不快感を与えるおそれが低くなる。
【００６１】
　浴室空気吸込口３３から吸い込まれた空気は、第１加熱手段４０、加湿手段４２、気液
分離装置５５、第２加熱手段４３の順に通過する。
【００６２】
　次に、浴室暖房乾燥機３０の空気の流れについて説明する。浴室暖房乾燥機３０の空気
の流れは、循環風路７０を流通する第１の流れと、浴室排気風路７１を流通する第２の流
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れと、接続風路７２を流通する第３の流れを含む。
【００６３】
　循環風路７０は、浴室空気吸込口３３から浴室内吹出口３４へ浴室内の空気が送風され
る風路である。第１の流れを通過する空気は、浴室空気吸込口３３、第１加熱手段４０、
加湿手段４２、気液分離装置５５、第２加熱手段４３、浴室内吹出口３４の順に通過する
。
【００６４】
　浴室排気風路７１は、浴室空気吸込口３３から浴室排気口３６へ浴室内の空気が送風さ
れる風路である。第２の流れを通過する空気は、浴室空気吸込口３３、第１加熱手段４０
、加湿手段４２、気液分離装置５５、第２加熱手段４３、浴室排気口３６の順に通過する
。
【００６５】
　接続風路７２は、浴室空気吸込口３３から浴室外吹出口３５へ浴室内の空気が送風され
る風路である。第３の流れを通過する空気は、浴室空気吸込口３３、第１加熱手段４０、
加湿手段４２、気液分離装置５５、第２加熱手段４３、浴室外吹出口３５の順に通過する
。
【００６６】
　次に、浴室暖房乾燥機３０の動作について説明する。
【００６７】
　浴室暖房乾燥機３０は、例えば暖房モード、加湿モード、換気モード等の動作を有する
。
【００６８】
　暖房モードは、浴室空気吸込口３３から吸い込んだ空気を温めて吹き出すモードである
。浴室暖房乾燥機３０に暖房運転が指示されると、第２の制御部５６は、第１加熱手段４
０に温水器（図示せず）から温水配管を経由して温水（約８０℃）を供給させ、第１加熱
手段４０が十分に温まった状態（約６０℃）で、循環用ファン４４を駆動させる。循環用
ファン４４の作動により、浴室空気吸込口３３から浴室の空気が吸い込まれる。そして、
浴室空気吸込口３３から吸い込まれた空気が第１加熱手段４０を通過して加熱される。そ
して、加熱された浴室の空気は、浴室内吹出口３４から浴室内に、もしくは、浴室外吹出
口３５から浴室外に吹き出される。すなわち、浴室暖房乾燥機３０で温められた空気は、
循環風路７０もしくは接続風路７２に送風される。
【００６９】
　なお、暖房モードにおいて、第１加熱手段４０に加えて第２加熱手段４３を運転させて
もよい。
【００７０】
　また、第１加熱手段４０を作動させず、循環風路７０へ空気を送風する涼風運転モード
を備えていてもよい。
【００７１】
　換気モードは、浴室空気吸込口３３から吸い込んだ空気を外部に排気するモードである
。浴室暖房乾燥機３０に浴室換気運転が指示されると、第２の制御部５６は、循環用ファ
ン４４を作動させる。循環用ファン４４の運転により、浴室空気吸込口３３から浴室の空
気が吸い込まれる。浴室暖房乾燥機３０の内部に吸い込まれた浴室の空気は、浴室外吹出
口３５から浴室外に、もしくは、浴室排気口３６から屋外に吹き出される。すなわち、浴
室暖房乾燥機３０から排気される空気は、浴室排気風路７１もしくは接続風路７２に送風
される。
【００７２】
　加湿モードは、浴室空気吸込口３３から吸い込んだ空気を加湿手段４２により加湿して
送風するモードである。
【００７３】
　加湿運転が指示されると、第２の制御部５６は、まず、第１加熱手段４０に温水器から
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温水配管を経由して温水（約８０℃）を供給させ、第１加熱手段４０が十分に温まった状
態（約６０℃）で、循環用ファン４４を駆動させる。循環用ファン４４を駆動させると、
浴室空気吸込口３３から吸い込まれた空気が第１加熱手段４０を通過して加熱される。次
に、第１加熱手段４０により加熱された空気は加湿手段４２を通過する。ここで、貯水部
４９には給水配管を経由して水が供給されており、貯水部４９の水を用いて加湿手段４２
によって空気は加湿される。このとき空気は加湿されることによって温度が低くなるが、
加湿された空気は第２加熱手段４３に送られる。第２加熱手段４３には温水配管を経由し
て温水が供給されており、加湿された空気は、十分に温まった第２加熱手段４３を通過し
て再加熱される。そして、再加熱された浴室の空気は、浴室内吹出口３４から浴室内に、
もしくは、浴室外吹出口３５から浴室外に吹き出される。すなわち、浴室暖房乾燥機３０
で加湿された空気は、循環風路７０もしくは接続風路７２に送風される。
【００７４】
　浴室暖房乾燥機３０は、風路変更手段を備える。風路変更手段は、第１の風路変更手段
３８と、第２の風路変更手段３９とを含む。
【００７５】
　循環風路７０と浴室排気風路７１との切り替えは、第１の風路変更手段３８により行わ
れる。また、循環風路７０と接続風路７２との切り替えは、第２の風路変更手段３９によ
り行われる。第１の風路変更手段３８および第２の風路変更手段３９は、それぞれ例えば
ステッピングモータと風路変更板とを備える。
【００７６】
　第２の制御部５６は、例えば浴室暖房乾燥機３０の本体上面に設けられ、浴室換気用フ
ァン６１、循環用ファン４４および風路変更手段の少なくとも一つの運転を制御する。
【００７７】
　次に、図６を用いて、浴室暖房乾燥機の構成を説明する。図６は、本発明の実施の形態
１に係る浴室暖房乾燥機の構成を示すブロック図である。
【００７８】
　浴室暖房乾燥機３０は、第２の制御部５６と、第２の操作部５７と、を備える。
【００７９】
　第２の制御部５６は、循環用モータ４５、換気用モータ６２、破砕モータ３７、給水弁
５１および風路変更手段の少なくとも一つの動作を制御する。また、第２の制御部５６は
、第１の制御部１３と電気的に接続される。
【００８０】
　第２の制御部５６は、温水器から第１加熱手段４０および第２加熱手段４３への温水の
供給を制御する。また、第２の制御部５６は、あらかじめ設定されているプログラムに基
づいて給水弁５１を開閉制御して貯水部４９に供給する水量を制御する。
【００８１】
　第２の操作部５７は、例えば脱衣室に設けられ、循環用ファン４４、浴室換気用ファン
６１、風路変更手段および加湿手段４２の少なくとも一つの運転を第２の制御部５６へ指
示する。
【００８２】
　次に、図７を用いて本発明の実施の形態１に係る換気システムの構成について説明する
。図７は、本発明の実施の形態１に係る換気システムを備える住宅の模式図である。
【００８３】
　本実施の形態に係る換気システム１００は、熱交換形換気装置１（換気装置に相当）と
、浴室暖房乾燥機３０（加湿送風装置に相当）と、を備えて構成される。
【００８４】
　熱交換形換気装置１は、外気流入ダクト８３を介して屋外と連通する。外気流入ダクト
８３は、外気吸込口２と接続される。外気導入口９３から流入した屋外空気が外気流入ダ
クト８３を通過して、外気吸込口２から熱交換形換気装置１内部に流入する。また、熱交
換形換気装置１は、排気ダクト８２を介して屋外と連通する。排気ダクト８２は、室内空
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気排気口３と接続される。室内空気排気口３から排気された室内空気は、排気ダクト８２
を通過して、第１屋外側吹出口９１から屋外に排気される。さらに、熱交換形換気装置１
は、給気ダクト８４を介して他室と連通する。給気ダクト８４は、外気給気口４に接続さ
れる。外気給気口４から吹き出された空気は、給気ダクト８４を通過して室内側吹出口９
０から居室へ送風される。
【００８５】
　浴室暖房乾燥機３０は、浴室排気ダクト８１を介して屋外と連通する。浴室排気ダクト
８１は、換気ボックス６０と接続され、浴室排気口３６と連通する。浴室排気口３６から
吹き出された空気は、浴室排気ダクト８１を通過して、第２屋外側吹出口９２から屋外に
排気される。
【００８６】
　また、熱交換形換気装置１と浴室暖房乾燥機３０とは、接続ダクト８０を介して接続さ
れる。接続ダクト８０は、熱交換形換気装置１の連通口１９および浴室暖房乾燥機３０の
浴室外吹出口３５と接続される。接続ダクト８０で接続することで、熱交換形換気装置１
と浴室暖房乾燥機３０を連通させる。これにより、浴室暖房乾燥機３０から各居室に複数
のダクトを引き回さなくても、熱交換形換気装置１の風路を利用して浴室暖房乾燥機３０
から送風される空気を各居室に届けることができる。すなわち、あらかじめ設置されてい
る浴室暖房乾燥機３０に熱交換形換気装置１を接続するだけで、住宅全体の空気環境を管
理する換気システムを構成することができる。なお、あらかじめ熱交換形換気装置１が設
置されており、その熱交換形換気装置１に浴室暖房乾燥機３０を後付けした場合でも、同
様の効果を奏する。
【００８７】
　第２の風路変更手段３９は、熱交換形換気装置１と浴室暖房乾燥機３０とを接続する風
路上に設けられる。第２の風路変更手段３９は、浴室暖房乾燥機３０から熱交換形換気装
置１へ流入する空気の量を調整する。第２の風路変更手段３９は、第２の制御部５６から
の指示を受けて動作する。
第２の風路変更手段３９が開の場合、浴室暖房乾燥機３０から熱交換形換気装置１へ空気
が流入する。具体的には、浴室空気吸込口３３から吸い込まれた空気が、接続風路７２を
第１加熱手段４０、加湿手段４２、気液分離装置５５、第２加熱手段４３、浴室外吹出口
３５の順に通過し、連通口１９から熱交換形換気装置１内部へ流入する。
【００８８】
　第２の風路変更手段３９が閉の場合、浴室暖房乾燥機３０から熱交換形換気装置１への
空気の流入が制限される。具体的には、浴室空気吸込口３３から吸い込まれた空気が、循
環風路７０を、第１加熱手段４０、加湿手段４２、気液分離装置５５、第２加熱手段４３
の順に通過し、浴室内吹出口３４から浴室内へ吹き出される。もしくは、浴室空気吸込口
３３から吸い込まれた空気が、浴室排気風路７１を、第１加熱手段４０、加湿手段４２、
気液分離装置５５、第２加熱手段４３の順に通過し、浴室排気口３６から屋外へ吹き出さ
れる。
【００８９】
　なお、第２の風路変更手段３９は浴室暖房乾燥機３０側ではなく、熱交換形換気装置１
側に設けられていてもよい。
【００９０】
　ここで、図８を用いて、換気システム１００において給気される空気の流れについて説
明する。図８は、本発明の実施の形態１に係る換気システムの給気風路を示す模式図であ
る。
【００９１】
　第２の風路変更手段３９が開の場合、外気吸込口２から吸い込まれ熱交換素子６を通過
した空気に加えて、浴室空気吸込口３３から吸い込まれ接続ダクト８０を通過した空気が
給気風路７を流れる。
【００９２】
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　第２の風路変更手段３９が開の状態で、浴室暖房乾燥機３０にて加湿運転を実施すると
、浴室暖房乾燥機３０にて加湿された空気は、熱交換素子６の下流側において給気風路７
を流れる空気と合流する。具体的には、浴室空気吸込口３３から吸い込まれた空気が加湿
手段４２により加湿され、浴室外吹出口３５から接続ダクト８０を通過して給気風路７へ
と送風される。
【００９３】
　また、第２の風路変更手段３９が開の状態で、浴室暖房乾燥機３０にて暖房運転を実施
すると、浴室暖房乾燥機３０にて温められた空気は、熱交換素子６の下流側において給気
風路７を流れる空気と合流する。具体的には、浴室空気吸込口３３から吸い込まれた空気
が第１加熱手段４０もしくは第２加熱手段４３により温められ、浴室外吹出口３５から接
続ダクト８０を通過して給気風路７へ送風される。
【００９４】
　浴室暖房乾燥機３０を通過した空気が給気風路７へ流入する場合、熱交換形換気装置１
の本体内部において流入することが好ましい。これにより、室内側吹出口９０との距離が
確保できるので、送風時に発生する音を軽減することができる。
【００９５】
　また、熱交換素子６の下流側であって、給気用ファン９の上流側に流入するとしてもよ
い。これにより、より効率的に居室への送風を行うことができる。
【００９６】
　なお、浴室暖房乾燥機３０を通過した空気が給気風路７に流入する場合、給気ダクト８
４において合流する構成であってもよい。これにより、加湿された状態を高く保ったまま
居室に供給することができる。
【００９７】
　また、浴室空気吸込口３３から吸い込まれた空気が、加湿および暖房されることなく熱
交換形換気装置１に流入する構成であってもよい。これにより、破砕モータ３７や加熱手
段を用いることなく、浴室空気に含まれる湿度もしくは温度を居室に給気される空気に利
用することができる。その結果、消費電力を軽減することができる。
【００９８】
　さらに、目標加湿量もしくは目標温度から第２の風路変更手段３９を開とする角度を決
定する制御をしてもよい。これにより、給気風路７へ流入する空気の量を調整し、より快
適な空気を居室に供給することができる。
【００９９】
　次に、図９を用いて、換気システム１００において屋外へ排気される空気の流れについ
て説明する。図９は、本発明の実施の形態１に係る換気システムの排気風路を示す模式図
である。
【０１００】
　熱交換形換気装置１において、室内空気吸込口５から吸い込まれた空気は、排気送風部
１７（排気用ファン１０）により排気風路８を通過して屋外に排気される。具体的には、
室内空気吸込口５から熱交換形換気装置１の本体内部に吸い込まれ、熱交換素子６を通過
して、室内空気排気口３から排気ダクト８２を介して屋外に排気される。
【０１０１】
　浴室暖房乾燥機３０において、浴室空気吸込口３３から吸い込まれた空気は、浴室換気
用ファン６１により浴室排気口３６から屋外に排気される。具体的には、本体ケース３２
、換気ボックス６０、浴室排気ダクト８１を順に通過して屋外に排気される。
【０１０２】
　次に、図１０および図１１を用いて本実施の形態に係る換気システムの制御方法につい
て説明する。以下、浴室暖房乾燥機３０にて加湿された空気が給気風路７に流入し、居室
に供給される運転を加湿熱交換気運転とする。また、浴室暖房乾燥機３０にて温められた
空気が給気風路７に流入し、居室に供給される運転を暖房熱交換気運転とする。
【０１０３】
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　まず、図１０を用いて加湿熱交換気運転の制御方法について説明する。図１０は、本発
明の実施の形態１に係る換気システムの制御方法を示すフローチャートである。
【０１０４】
　加湿熱交換気運転が指示されると（Ｓ０１）、第２の制御部５６は、第２の風路変更手
段３９を開とするよう指示する（Ｓ０２）。そして、第２の制御部５６は、第１加熱手段
４０および第２加熱手段４３への温水の供給を指示する（Ｓ０３）。その後、第２の制御
部５６は、循環用ファン４４を作動させる（Ｓ０４）。また、第２の制御部５６は、破砕
モータ３７を作動させる（Ｓ０４）。そして第２の制御部５６は、給水弁５１を開とし（
Ｓ０５）、貯水部４９へ水が供給される状態として加湿運転を開始する。
【０１０５】
　その後、第１の操作部２０から第１の制御部１３へ加湿熱交換気運転停止信号が入力さ
れた場合（Ｓ０６でＹｅｓ）、もしくは、室内側排気湿度センサ１６等により所定湿度以
上になったことが検知された場合（Ｓ０７でＹｅｓ）、加湿運転を停止する。具体的には
、第２の制御部５６は、給水弁５１を閉とし（Ｓ０８）、循環用ファン４４を停止させ、
破砕モータ３７を停止させ、加熱手段への温水の供給を停止させる（Ｓ０９）。そして、
第２の制御部５６は、第２の風路変更手段３９を閉とする（Ｓ１０）。
【０１０６】
　加湿運転停止信号が入力されず（Ｓ０６でＮｏ）、室内側排気湿度センサ１６等により
所定湿度以上になったことが検知されなかった場合（Ｓ０７でＮｏ）、加湿熱交換気運転
を継続する。
【０１０７】
　なお、加湿熱交換気運転の場合、第１加熱手段４０もしくは第２加熱手段４３への温水
の供給をしない構成としてもよい。これにより、過加湿を抑制できる。また、消費電力を
軽減することができる。また、目標とする加湿量によって第１加熱手段４０もしくは第２
加熱手段４３への温水の供給を制御する構成としてもよい。
【０１０８】
　次に、図１１を用いて暖房熱交換気運転の制御方法について説明する。図１１は、本発
明の実施の形態１に係る制御方法を示すフローチャートである。
【０１０９】
　暖房熱交換気運転が指示されると（Ｓ１１）、第２の制御部５６は、第２の風路変更手
段３９を開とするよう指示する（Ｓ１２）。そして第２の制御部５６は、循環用ファン４
４を作動させる（Ｓ１３）。また第２の制御部５６は、第１加熱手段４０および第２加熱
手段４３への温水の供給を指示する（Ｓ１４）。第１の操作部２０から暖房熱交換気運転
停止信号が入力された場合（Ｓ１５でＹｅｓ）、もしくは、室内側排気温度センサ１５等
により所定温度以上になったことが検知された場合（Ｓ１６でＹｅｓ）、暖房運転を停止
する。具体的には、第２の制御部５６は、第１加熱手段４０および第２加熱手段４３への
温水の供給を停止させ、循環用ファン４４を停止させる（Ｓ１７）。そして、第２の制御
部５６は、第２の風路変更手段３９を閉とする（Ｓ１８）。
【０１１０】
　暖房運転停止信号が入力されず（Ｓ１５でＮｏ）、室内側排気温度センサ１５等により
所定温度以上になったことが検知されなかった場合（Ｓ１６でＮｏ）、暖房熱交換気運転
を継続する。
【０１１１】
　なお、加湿熱交換気運転と、暖房熱交換気運転とを組み合わせた加湿暖房熱交換気運転
としてもよい。
【０１１２】
　さらに、熱交換形換気装置１は、ＨＥＭＳ（Ｈｏｍｅ Ｅｎｅｒｇｙ Ｍａｎａｇｅｍｅ
ｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ）と連動し、他の機器と連動する構成であってもよい。たとえば天井
埋め込み型空気清浄機等と連携してもよい。
【０１１３】
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　なお、本実施の形態においては、熱交換形換気装置１および浴室暖房乾燥機３０のそれ
ぞれが制御部を有する構成としたが、換気システム１００全体で１つの制御部を有する構
成としてもよい。また、第２の風路変更手段３９は、浴室暖房乾燥機３０と別体であって
もよい。さらに、第２の風路変更手段３９は、換気システム１００全体を制御する制御部
もしくは第１の制御部１３により制御されてもよい。
【０１１４】
　以上、本発明に係る換気システムについて、実施の形態に基づいて説明したが、本発明
は、実施の形態に限定されるものではない。本発明の趣旨を逸脱しない限り、当業者が思
いつく各種変形を本実施の形態に施したもの、および、異なる実施の形態における構成要
素を組み合わせて構築される形態も、本発明の範囲内に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１１５】
　本発明にかかる換気システムは、外気と室内空気の熱交換を目的とするダクト式の熱交
換気システム、ダクト式の空気調和装置などの用途としても有効である。
【符号の説明】
【０１１６】
　１　　熱交換形換気装置
　２　　外気吸込口
　３　　室内空気排気口
　４　　外気給気口
　５　　室内空気吸込口
　６　　熱交換素子
　７　　給気風路
　８　　排気風路
　９　　給気用ファン
　１０　　排気用ファン
　１１　　給気用モータ
　１２　　排気用モータ
　１３　　第１の制御部
　１４　　室内側給気温度センサ
　１５　　室内側排気温度センサ
　１６　　室内側排気湿度センサ
　１７　　排気送風部
　１８　　給気送風部
　１９　　連通口
　２０　　第１の操作部
　３０　　浴室暖房乾燥機
　３１　　フロントパネル
　３２　　本体ケース
　３３　　浴室空気吸込口
　３４　　浴室内吹出口
　３５　　浴室外吹出口
　３６　　浴室排気口
　３７　　破砕モータ
　３８　　第１の風路変更手段
　３９　　第２の風路変更手段
　４０　　第１加熱手段
　４２　　加湿手段
　４３　　第２加熱手段
　４４　　循環用ファン
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　４５　　循環用モータ
　４６　　揚水管
　４７　　遠心破砕円板
　４８　　破砕壁
　４９　　貯水部
　５０　　出力軸
　５１　　給水弁
　５２　　給水部
　５３　　破砕枠
　５５　　気液分離装置
　５６　　第２の制御部
　５７　　第２の操作部
　６０　　換気ボックス
　６１　　浴室換気用ファン
　６２　　換気用モータ
　７０　　循環風路
　７１　　浴室排気風路
　７２　　接続風路
　８０　　接続ダクト
　８１　　浴室排気ダクト
　８２　　排気ダクト
　８３　　外気流入ダクト
　８４　　給気ダクト
　９０　　室内側吹出口
　９１　　第１屋外側吹出口
　９２　　第２屋外側吹出口
　９３　　外気導入口
　１００　　換気システム
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